





























　『智度論』には、退転の菩薩と不退転の菩薩という二種類の菩薩が示されるが、不退転の菩薩を実の菩薩と見做す。この不退転の菩薩とは、菩提心を起こし、まだ阿耨多羅三藐三菩提には至っていないが、授記があり、菩薩の法位に入り、無生法忍を得ている存在である。ただし、注意すべきことととして、 『智度論』における不退転は、 『大品』より思想的に展開したものと考えられる。なぜならば、不退転という語句が退転という対義語をもたなかった可能性が指摘されているからである。不退転の語義を研究した櫻部［一九九七］は、大乗経典において、不退転の音写語である（阿鞞跋致 阿惟越致）と前時代に使われている語句とは、語根、及び語義においても直接的関係性が見られないと述べる。櫻部の意見に同調し 、小川［一九九六］は「不退転の語については、 「退転」と う意味のこれら
viniavartanīya
等という語が先ずあって、それに否定詞が付いた語として造られたということではないようであり、

























るが基本的に、煩悩魔、五衆魔（五蘊魔、五陰魔） 、死魔、天子魔（他化自在天子魔）の四つである。この四つの分類の中で特に重要な役割を担うのは、煩悩魔と天子魔である。 『智度論』では、釈尊成道の際に、この二つの魔の降伏が示され からである。釈尊は菩提樹の下で二種類の を破 が、一つは結使魔（煩悩魔）であり もう一 は天子魔である。また、釈尊が成道の際に二種の を降伏し 無余涅槃に入った際に、残りの二種の魔 る五衆魔と死魔を降伏したことが四魔の説明箇所に示される。この他にも 煩悩 と天子魔が 四魔の中でも中心的な の役割を担うことが随所に表れる。煩悩魔とは 百八煩悩に代表され、分別すれば八万四千の諸煩悩を意味し、天子魔は、欲界の主にして、深く世間的楽に執着しており、涅槃の法を憎み嫉んでいる存在である。さら 特に般若波羅蜜を書写し、修行していく過程 おいて、 内の因縁、天子魔が外の因縁となり、行者を妨害し、般若波羅蜜を破壊しようとすることが示される。 『智度論』では、天子魔に関して、さらに詳細な記述がある。












妬する存在である。また、魔とは自在天主であり、福徳因縁の業を背景に、その位に就くが邪見を懐いた存在とされる。欲界の衆生は、彼の掌中にあり、色界無色界においても彼の領界から本質的に離れたことにはならな 。しかし、仏・菩薩は天子魔の領界である三界から抜け出ることができ、さらに衆生 仏道へと教化する から、魔は仏・菩薩を怨家とするのである。ここでは、魔が干渉することが可能な魔の領界が示されており、魔は欲界のみにとどまらず、三界のすべての範囲に影響す 力を持つ存在として認識される。欲界の天主として強大な力をもつ天子魔という一面が 大乗 道を志す菩薩及び善男子善女人 対して大きな影響力をもつと考えられる。　
また、魔が対象とする存在が初期経典と大乗経典及び『智度論』で異なることに触れておく。既に確認したよう

















































辟支仏の経に似ているとし、さらに、自度を望むことは好事だが 大乗菩薩道を破ることから魔事と示される。ここで示される声聞の自度と菩薩道の関係は 「七地沈空の難」として呼称される事例を考慮す ば、衆生救済を行わず、自度のみに執着している状態を批判して声聞辟支仏経と記している 考えられ 「七地沈空 難」とは、大乗菩薩
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の課題として取り上げられ、 『智度論』中に三か所において展開される。その内容としては以下の通りである。七地の菩薩は、諸法実相空を観じた段階で執着がないため一人涅槃に向かおうとす しかし、その時に諸仏が菩薩に衆生救済という本願を忘れぬように促すことから、菩薩は涅槃に向かわず、衆生救済の道を選択する。自らを度すのみはなく、衆生を度す いう願 もつ めである。この大乗菩薩の課題 よって、菩薩が衆生に対し慈悲心を持ち、仏法を備えて 共に涅槃を目指す姿勢、本願が思い返される。　
さらに、 『智度論』には三乗の差異を、魔王を降伏させることができるか否かで示している箇所がある。阿羅漢は、
老病死を厭い、涅槃に赴く存在であるが、魔王を破る存在ではないとされ、また、辟支仏は阿羅漢よりも上位の段階として、神通力 用い 衆生を に至らせる存在として示される 、魔を破ることはできないと 菩薩は大慈悲があるので無量の衆生を利益しようとす ことや 諸法実相を知り六波羅蜜を具足すること ら魔王を破ることが可能であると示す。こ ように 『智度論』における魔は三乗における差異を強調するためにも用いられている。　
既に述べたように、 『智度論』における魔の誘引は、世間的な欲楽への方向と自度のみに執着した声聞辟支仏の方














































おいて衆生を救済しようとする。この場面で用いられている擁護とは、二章で述べたように諸仏が菩薩に衆生救済という本願を忘れぬように促すことだと考えられる。 「七地沈空の難」において、涅槃を取ろ とすることは、自度のみに囚われ、衆生救済の願を無くした状態を意味す これは、先に確認した大乗菩薩を声聞道に誘引する魔の干渉と同等のものである。つまり、 「七地沈空の難」における菩薩の課題を魔による干渉と捉えれば、魔に影響されずに、菩薩が衆生救済 願を捨てずに世間 留まり衆生救済を続けていくことは、諸仏の擁護に支えられているといえる。この他の「七地沈空 難」 示す箇所においても同様に諸仏及び諸天の擁護によって、一人のみでる菩薩を衆生救済へと向かわせ　
また、上に挙げた二つの因縁の後には、諸仏による念が示されている。諸仏の念によって この二法（＝一者觀諸











に向わず衆生救済を行うことは、仏の念に依拠している。また、諸天の擁護に関しては、諸仏の念に倣うことが示されている。般若波羅蜜 実践する菩薩が世間的な欲楽に貪著することなく、ただ衆生教化の為に世間に留まる を尊貴するためである。仏の擁護と念は、大乗菩薩 自度のみへ誘引する魔を気付かせることを意味している。　
このように、欲界の主であり生死の世界の支配者である魔に対して、 『智度論』では、諸仏諸天による念、擁護の
もと、諸法の空を観じ、衆生を捨てない いう願を保つことによっ 克服 が可能とな 。そのため 、不退転の段階に到達していない菩薩が魔によって悪影響を受けないのは、諸仏諸天に因 ころが大きいと考えられる。　







































『大正新脩大蔵経』…大正【参考文献】印順述意、昭慧整理、岩城英規訳［一九九三］ 『 『大智度論』の作者とその翻訳』 （正観出版社）小川一乗
 ［一九九五］ 「 『十住毘婆沙論』考」 （ 『大谷学報』七四巻、三号、一─十二頁）
　　　　
  ［一九九六］ 「龍樹における「不退転」の菩薩」 （ 『インド思想と仏教文化：今西順吉教授還暦記念論集』春秋社、三一七─三二九頁）
梶山雄一［一九九〇］ 「大智度論における阿弥陀仏信仰」 （ 仏教大学仏教文化研究所年報』七号、一─十六頁勝崎裕彦［二〇〇七］ 「小品系般若経「魔事品」の考察」 （ 『仏教学』四九号、一─一八頁）加藤純章［一九九六］ 「羅什と『大智度論』 」 （ 『印度哲学仏教学』十一号、北海道インド哲学仏教学会 三二─五九頁）櫻部
　
建
  ［一九七六］ 「念仏と三昧」 （ 『仏教思想論集：奥田慈応先生喜寿記念』八八九─八九六頁）
　　　　
  ［一九八三］







武田浩学［二〇〇五］ 『大智度論の研究』 （山喜房仏書林）引田弘道［二〇一四］ 「悪魔の化身化仏」 （ 『奥田聖應先生頌寿記念インド学 教 論集』佼成出版社、五六七─五七四頁）平川
　
彰
  ［一九六八］ 『初期大乗仏教の研究』 （春秋社）
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煩悩魔とは、所謂百八 等なり。分別すれば八万四千諸煩悩なり。… 天子魔とは、欲界 主 して、深く世間の楽
に著し、所得有ることを用いるが故に邪見を生じ、一切の賢聖、涅槃の道法を憎嫉す 是を天子魔と名づく。 （大正 五巻、五三三ｃ─五三四ａ）

 「復次に、内に煩悩魔有り、外に天子魔有り。是の二事の因縁の故に般若波羅蜜を書し、乃至修行の時、般若波羅蜜を壊す。







































病死を厭い、直ちに涅槃に趣く。辟支仏の如きは 諸法実相に入ること、声聞より深く、少しく悲心有りて神通力を以て衆生を化度す。能く煩悩を破するも、魔人及び外道を破するこ 能はず。菩薩の如きは、初発心従り 一切衆生に於いて大慈悲を起こす。未だ仏 得ずと雖も 其の中間に於いて、無量の衆生を利益す 決定して諸法実相を知り、六波羅蜜を具足するが故に、諸の魔王を破し及び外道を壊す。煩悩の習を断じ 一切種智を具足して、総相別相 悉 り悉く了じて阿耨多羅三藐三菩提を成ず。 （大正二五巻、四二三ｃ）
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都て著する所無く 世楽を楽はずして、但だ衆生を教化せんと欲するが故に世間 住す を以て、其の尊貴を知るが故に念ずるなり。 （大正二五巻、三三 ｃ）


阿鞞跋致菩薩、是 事を聞きて 心に喜んで是 念を作さく 是の比丘、大いに我を益す。我が為に道に似たる法を説く
（34）35）（36）（37）（38）
（27）
（28）
（39）（40）（41）（42）
187 『大智度論』における不退転と魔について
我れ是の道に似たる法を得て、即ち真の道を知るなり。 （大正二五巻、五七四ｂ）
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